
配布先：学長定例記者会見参加報道機関 

本研究での音楽療法の様子 
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                                令和 6年（2024）10月23日 

認知症高齢者のフレイルを音楽療法で改善する 
～エビデンスの創出を目指して～ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【背景と目的】 

高齢者では、身体機能、認知機能、口腔機能・嚥下機能といった複合的なフレイル（脆弱性）があり、放置すれば

自然に悪化しやすいが、現実的には多面的な対策の実現と継続は困難である。音楽療法は多面的な効果が期待で

きる療法であるが、音楽の幅広い性質や実践の場が地域である限界がある。音楽療法における、とくに口腔機能や

嚥下機能、生体反応における効果の検証はなされていないため、本研究ではこれらを中心に、認知症高齢者のフレ

イル関連した状態の改善の効果をみることを目的とした。 

 【研究手法】 

研究期間は2024 年4 月～2027 年度を予定。対象者は山形県内の福祉施設等の65 歳以上の認知症高齢者数十名。

音楽療法は、音楽療法学会により作成された構造化された音楽療法プログラムを使用し、5−7 名程度のグループ

で 1 セッション 45−50 分程度を施行する。音楽療法が及ぼす影響を検討するため、認知機能、フレイルの有無、

身体状況・栄養状態、生活の質、食事量、食事時間、離床時間、睡眠時間、口腔・嚥下機能、唾液量・唾液コルチ

【トピックス】 

• 音楽療法は、「音楽のもつ生理的、心理的、社会的働きを用

いて、心身の障害の回復、機能の維持改善、生活の質の改

善、行動の変容などに向けて、音楽を意図的、計画的に使用

すること（日本音楽療法学会の定義）」です。単なるレクレ

ーションや音楽鑑賞とは異なり、音楽療法を受ける人に対し

て、ある目的を掲げ、それを達成するために行います。 

 

• 音楽療法は、赤ちゃんから老人まで誰でも対象にでき、使用する音楽も制限がありません。しかし、その多

様性ゆえに、療法としての効果の科学的エビデンス(根拠）の構築がやや遅れています。 

• 我が国で数が増え続けている認知症高齢者は、とくに「フレイル」＊という、心身が弱い状態になってお

り、多面的で継続的な対策が必要です。このため、私たちは、認知症高齢者のフレイルの状態を音楽療法で 

改善することを目的に掲げました。 

• 2024年4月～山形大学を中心とした多領域の研究者（栄養学、音楽療法学、音楽理論、医歯学、認知科学、

工学、介護福祉学）による集学的な研究が開始しました。 

• この研究では、山形県内の介護福祉施設の認知症高齢者を対象に、隔週で6回以上の音楽療法を行ってお

り、今後も継続する予定です。現時点で明らかになってきているエビデンスでは、 

o 音楽療法学会により作成された構造化された音楽療法プログラム（1回45-50分、起承転結があって

対象者の年代を考慮しています）の効果が証明されました。 

o 少なめであった食事量が増え、噛む力、唾液量やしっかり声を出す機能が改善しました。 

o 参加者の意欲が高まり、心臓の拍動が規則的で強くなる身体データも確認されています。 

o 今回使用されている音楽の特徴についても、科学的解析を行っています。 

• 本研究によって、音楽療法が、フレイル状態の認知症高齢者に対して、参加して楽しく多面的な効果のある

療法であるとのエビデンスの創出が期待されています。 

• 多忙な現場で音楽療法を取り入れ、この研究に協力いただいている山形県内の介護福祉施設および参加者の

皆様に感謝申し上げます。 
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ゾール測定、椅子の座面に敷いたシートセンサによるバイタル測定などを行う。音楽療法の参加者の反応、音楽自

体の分析も行う。 

【研究成果の一部】 

音楽療法自体の評価（参加者の意欲など）、唾液分泌速度、食事量、生活の質、質問票での認知機能能力、舌圧、

咽頭口腔運動の協調性が１回目よりも６回目の方が全ての項目で高い傾向を示した。シートセンサによる心弾図

では、音楽療法中に心拍動が強く規則的に変化することが観察されている。使用されている音楽のリズムや旋律

の特徴についても理論的に解析中である。 

 【今後の展望】 

この研究で得られる科学的エビデンスは、高齢社会で問題となっているフレイル対策に生かされ、医療や介護福

祉の分野での応用が期待される。また音楽療法の発展に寄与すると予想される。 

用語解説  

＊：フレイル；年齢とともに筋力や心身の活力が低下している虚弱な状態 
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